
　

本
年
一
月
二
一
日
、
厚
生
労
働
省
は
二
〇
二
二
（
Ｒ
四
）
年
度
の
年
金
額

の
〇
・
四
％
引
き
下
げ
を
公
表
し
た
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
（
Ｒ
二
）
年
の
年

金
法
改
正
に
と
も
な
い
、
短
時
間
労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
等

の
改
正
が
二
〇
二
二
年
四
月
か
ら
順
次
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
以
下
に
、

二
〇
二
二
年
度
に
実
施
さ
れ
る
、
年
金
額
の
改
定
状
況
並
び
に
年
金
制
度
改

正
を
め
ぐ
る
動
向
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

年
金
額
改
定
▲
〇
・
四
％　

二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

　

年
金
額
の
改
定
ル
ー
ル
は
、
物
価
若
し
く
は
賃
金
の
変
動
に
応
じ
て
算
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
六
（
Ｈ
二
八
）
年
に
、
現
役
世
代
の
負
担
軽

減
を
理
由
に
、
こ
の
改
定
ル
ー
ル
の
一
部
見
直
し
が
行
わ
れ
、
年
金
を
受
給
し

て
い
る
既
裁
定
者
の
場
合
、
物
価
変
動
率
ま
た
は
賃
金
変
動
率
の
ど
ち
ら
か
低

い
率
を
使
っ
て
算
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
年
金
額
の
改
定
は
物
価
や
賃
金

の
変
動
率
の
ほ
か
に
、
年
金
制
度
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
マ
ク
ロ
経
済

ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
調
整
も
行
わ
れ
る
。
現

行
ル
ー
ル
で
は
、
物
価
や
賃
金
が
上
昇
し

た
場
合
、
年
金
額
の
伸
び
か
ら
ス
ラ
イ
ド

調
整
率
を
差
し
引
く
こ
と
と
な
る
。

　

図
表
１
に
示
し
た
と
お
り
、
二
〇
二
一

年
度
、
二
〇
二
二
年
度
と
も
賃
金
変
動
率

が
物
価
変
動
率
を
下
回
っ
た
。
ま
た
、
賃

金
や
物
価
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た
こ
と
に

と
も
な
い
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
実
施

さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

年
金
額
改
定
率
は
賃
金
変
動
率
と
同
じ
率

と
な
り
、
二
〇
二
一
年
度
が
▲
〇
・
一
％
、
二
〇
二
二
年
度
が
▲
〇
・
四
％

と
二
年
連
続
の
引
き
下
げ
と
な
っ
た
。
ま
た
、
未
実
施
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
調
整
率
▲
〇
・
三
％
は
翌
年
度
以
降
に
繰
り
越
し
と
な
っ
た
。

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大　

企
業
規
模
要
件
が
一
〇
一
人
以
上
へ

　

二
〇
二
〇
年
の
年
金
改
正
の
主
な
項
目
は
、
①
短
時
間
労
働
者
へ
の
被
用

者
保
険
の
適
用
拡
大
、
②
在
職
中
の
年
金
受
給
の
在
り
方
の
見
直
し
、
③
受

給
開
始
時
期
の

選
択
肢
の
拡
大
、

で
あ
り
、
図
表

２
の
と
お
り
、

二
〇
二
二
年
四

月
か
ら
順
次
施

行
と
な
る
。

　

現
行
の
被
用

者
保
険
の
適
用

要
件
を
図
表
３

に
示
し
た
。
こ

の
う
ち
、
二
〇

二
二
年
一
〇
月

か
ら(

三)

「
勤

年
金
額
改
定
▲
〇
・
四
％

二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

年
金
額
改
定
▲
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・
四
％

二
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ススス

イイ
ナ
ス
ナ
ス

イ
ナナ
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の
マ
の
マ

続
の
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連
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連
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連
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％％
四
％
四
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▲
〇
▲
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改
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▲
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定
改
定

額
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額
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額
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年
金
年
金
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上
へ
上
へ
上上

人
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人
以
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人人
一一
〇〇
一一
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一

件
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要
件
要
件

模
要
模
要

規
模
規
模

企
業
規

企
業
規
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大大大大

用
拡
大

用
拡
大

適
用
適
用
適適

険
の
適

険
の
適

険険

者
保
険

者
保
険

者者
用
者
用
者

被
用
被
用
被被

へへへ
上
へ

人
以
人
以
上上
以
上
以
上

人人
一
人
一
〇〇

件
が
件
が

〇〇

が
一一

件
が
件
が

要
件
要
件

模
要
模
要

業
規
業
規
模模
規
模
規
模

企
業
企
業
企企

大大

用
拡
用
拡
大大
拡
大
拡
大

用用
適
用
適
用

の
適
の
適

者
保
者
保
険
の
険
の

保
険
保
険

者
保
者
保

用
者
用
者

被
用
被
用
被被被被

務
期
間
が
一
年
以
上
見
込
ま
れ
る
こ
と
」
は
廃
止
と
な
り
、(

五)

「
企
業
規
模

五
〇
一
人
以
上
」
は
「
企
業
規
模
一
〇
一
人
以
上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　

二
〇
一
六
年
一
〇
月
か
ら
企
業
規
模
五
〇
一
人
以
上
の
企
業
を
対
象
に
、
短

時
間
労
働
者
へ
の
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
が
始

ま
っ
た
。
厚
生
年
金
保
険
・
国
民
年
金
事
業
月
報

に
よ
れ
ば
、
厚
生
年
金
の
適
用
と
な
っ
た
短
時
間
労

働
者
は
、
二
〇
二
一
年
四
月
末
時
点
で
五
三
万
六
千

人
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
七
割
以
上
が
女
性
で
あ
る
。

　

低
賃
金
で
働
き
、
公
的
年
金
は
国
民
年
金
の
み
、

医
療
保
険
は
国
民
健
康
保
険
と
い
う
状
況
か
ら
、

厚
生
年
金
と
社
会
保
険
（
健
康
保
険
）
が
適
用
さ

れ
る
被
保
険
者
に
な
れ
ば
、
保
険
料
の
二
分
の
一

が
企
業
負
担
と
な
り
、
か
つ
年
金
・
医
療
保
険
の

保
障
が
厚
く
な
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

ま
た
、
適
用
拡
大
は
、
厚
生
年
金
の
支
え
手
を
増

や
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
将
来
の
年
金
水
準
を
上

昇
さ
せ
る
プ
ラ
ス
効
果
も
期
待
で
き
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
試
算
（
二
〇
一
九
年
）
に
よ
れ
ば
、「
企
業
規
模
一
〇
一
人

以
上
」
の
引
き
下
げ
で
四
五
万
人
が
、「
企
業
規
模
五
一
人
以
上
」
の
引
き
下

げ
で
六
五
万
人
が
、
企
業
規
模
を
撤
廃
し
た
場
合
は
一
二
五
万
人
が
、
新
た
に

適
用
と
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。
企
業
規
模
要
件
を
撤
廃
し
、
持
続
可
能

な
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

繰
下
げ
受
給
の
上
限
は
七
〇
歳
か
ら
七
五
歳
へ

　

そ
の
他
に
、
六
〇
歳
～
六
四
歳
で
年
金
を
受
け
取
り
な
が
ら
働
い
た
場
合
、

現
行
制
度
で
は
、
賃
金
と
年
金
額
の
合
計
が
二
八
万
円
を
超
え
る
と
年
金
が

一
部
支
給
停
止
さ
れ
る
が
、
こ
の
基
準
額
が
四
七
万
円
に
本
年
一
〇
月
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
老
齢
厚
生
年
金
を
受
給
し
つ
つ
、
六
五
歳
以
上
で
働

い
て
厚
生
年
金
加
入
の
場
合
、
年
金
額
を
毎
年
定
時
に
改
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

年
金
の
受
給
開
始
時
期
は
、
六
〇
歳
～
七
〇
歳
の
間
で
個
人
が
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
本
年
四
月
か
ら
六
〇
歳
～
七
五
歳
の
間
に
拡
大
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
繰
下
げ
受
給
の
上
限
年
齢
は
七
〇
歳
か
ら
七
五
歳
と
な
る
。

次
期
の
年
金
制
度
改
正
の
課
題

　

公
的
年
金
の
長
期
に
わ
た
る
財
政
収
支
の
見
通
し
を
作
成
す
る
た
め
に
、
少

な
く
と
も
五
年
ご
と
に
財
政
検
証
が
行
わ
れ
る
。
次
の
財
政
検
証
は
二
〇
二
四

年
に
予
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
年
金
制
度
改
正
の
議
論
が
進
め
ら
れ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
の
年
金
改
正
法
の
検
討
事
項
、
附
帯
決
議
に
は
、
次
期
の
年

金
制
度
改
正
の
検
討
課
題
と
し
て
、
被
用
者
保
険
の
更
な
る
適
用
拡
大
、
高

齢
期
の
就
労
と
年
金
受
給
の
あ
り
方
、
基
礎
年
金
拠
出
期
間
の
延
長
（
四
〇

→
四
五
年
）
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
次
期
年
金
制
度
改
正
に
向
け
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
に

よ
る
基
礎
年
金
の
給
付
水
準
の
調
整
期
間
を
短
く
し
て
、
厚
生
年
金
の
報
酬
比

例
部
分
の
調
整
期
間
と
一
致
さ
せ
る
方
向
で
の
検
討
を
省
内
で
進
め
て
い
る
。

基
礎
年
金
の
給
付
水
準
の
低
下
へ
の
対
応
は
重
要
だ
が
、
ま
ず
は
二
〇
二
〇
年

の
年
金
改
正
法
の
検
討
事
項
、
附
帯
決
議
の
課
題
を
優
先
し
て
取
り
組
む
べ
き

だ
。
次
期
年
金
改
正
の
動
向
に
留
意
し
、
取
り
組
み
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

繰
下
げ
受
給
の
上
限
は
七
〇
歳
か
ら
七
五
歳
へ

繰
下
げ
受
給
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上
限
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七
〇
歳
か
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七
五
歳
へ
歳

給

繰

歳歳歳歳歳歳
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七
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七
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げ
受
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期
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改
正
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課
題

次
期
の
年
金
制
度
改
正
の
課
題

改改

金

次

題題題題題
課
題
課
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正
改
正
改
度
改
度
改

課課

改
正
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正
のの
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の
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制
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度
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金
制
金
制

年
金
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金

のの
期
の
期
の

次
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期
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期
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被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
よ
う

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
な
ど
を
さ
ら
に
進
め
よ
う

図表１　年金額改定率等の比較

2021年度 2022年度

年金額改定率 ▲0.1％ ▲0.4％

物価変動率 　0.0％ ▲0.2％

名目手取り
賃金変動率

▲0.1％ ▲0.4％

マクロ経済
スライド調整率

▲0.1％ ▲0.3％

（注）2021年度、2022年度ともマクロ経済スライド調整
は実施されず、翌年度以降に繰り越しとなっている。

図表２　2020年金改正法の主な施行状況

施行日 改正内容

2022年

４月１日

〇 繰下げ受給の上限年齢を70歳→75歳

　へ引き上げる

〇 60～64歳の在職老齢年金制度（低在老）に

ついて、賃金と年金月額の合計額を28万円

→47万円に引き上げる

〇 65歳以上で働いて厚生年金に加入している

場合、年金額を毎年定時に改定する

2022年

10月１日

〇被用者保険の適用拡大

　・ 企業規模要件を501人以上→101人以上

に引き下げる

　・ ５人以上の個人事業所に係る適用業種

に、法律・会計事務を取り扱う士業を追加

　・ 国、地方自治体勤務の短時間労働者へ

の健康保険の適用拡大

　・「勤務期間要件１年以上」を撤廃

2024年

10月１日

〇 被用者保険の適用拡大の企業規模要件を

101人以上→51人以上に引き下げる

出所：厚生労働省資料より地公退が作成

図表３　現行の被用者保険の適用要件

(１)　週労働時間が20時間以上であること
(２)　月額賃金が8.8万円以上であること
(３)　勤務期間が１年以上見込まれること
(４)　学生でないこと
(５) 　従業員501人以上の企業等に勤めてい

ること
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民
主
的
で
納
得
で
き
る
税
財
政
・
金
融
政
策
を

民
主
的
で
納
得
で
き
る
税
財
政
・
金
融
政
策
を

補
正
予
算

―
恒
常
化
・
使
途
を
言
わ
な
い
多
額
の
予
備
費
と
財
源
―

＜

二
〇
二
〇
年
度
補
正
予
算＞

　

二
〇
二
〇
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
対
策
を
名
目
に
三
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
が

組
ま
れ
た
。
許
し
が
た
い
こ
と
に
内
訳
不
明
の
予
備
費
が
、
第
一
次
補
正
で

一
・
五
兆
円
、
第
二
次
補
正
で
は
一
〇
兆
円
組
ま
れ
当
初
予
算
と
合
わ
せ
て

一
二
兆
円
計
上
さ
れ
た
。

　

諸
対
策
に
必
要
な
予
算
は
当
然
措
置
さ
れ
る
べ
き
だ
が
、
こ
の
多
額
の
予

備
費
計
上
は
歳
出
予
算
の
内
訳
・
妥
当
性
を
吟
味
す
る
国
会
の
審
議
、
財
政

民
主
主
義
の
否
定
で
あ
る
（
二
一
年
一
〇
月
総
選
挙
に
当
た
っ
て
、
公
明
党

は
再
度
の
国
民
一
律
の
バ
ラ
マ
キ
を
主
張
し
、
そ
の
財
源
に
〝
予
備
費
の
残

が
あ
る
〟
と
主
張
。
使
途
も
財
源
も
退
廃
と
し
か
言
え
な
い
）
。

＜

二
〇
二
一
年
度
補
正
予
算＞

　

二
〇
二
一
年
度
に
つ
い
て
も
同
じ
手
法
が
用
い
ら
れ
、
三
六
兆
円
弱
の
過

去
最
大
規
模
の
補
正
予
算
が
一
二
月
二
〇
日
に
国
会
で
可
決
さ
れ
た
が
、
財

源
の
裏
打
ち
は
無
く
二
二
兆
五
八
〇
億
円
は
国
債
に
依
存
（
年
度
全
体
で
は

六
五
兆
円
が
新
規
発
行
さ
れ
、
年
度
全
体
の
国
債
依
存
度
四
六
％
）
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

補
正
の
中
に
は
、
本
来
当
初
予
算
と
し
て
慎
重
に
審
議
さ
れ
る
べ
き
防
衛

費
の
増
額
や
、
国
会
で
執
行
状
況
を
把
握
し
に
く
い
多
数
の
基
金
設
置
と
民

間
団
体
へ
の
執
行
委
託
を
隠
し
こ
ん
で
い
る
。
当
初
予
算
審
議
な
ら
問
題
に

な
る
事
項
を
審
議
時
間
が
短
い
補
正
で
ど
さ
く
さ
に
ま
ぎ
れ
て
計
上
し
て
い

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

政
府
関
係
者
は
自
慢
げ
に
「
一
六
ヵ
月
予
算
＝
可
決
さ
れ
た
二
一
年
一
二

月
～
二
二
年
三
月
ま
で
の
四
ヵ
月
補
正
＋
二
二
年
度
の
当
初
一
二
ヵ
月
（
過

去
に
は
一
月
か
ら
の
一
五
ヵ
月
予
算
と
も
）
」
と
称
し
て
い
る
が
、
「
補
正
」

は
あ
く
ま
で
補
正
で
あ
る
べ
き
で
、
会
計
年
度
主
義
を
無
視
し
た
補
正
が
恒

常
化
す
る
の
は
許
さ
れ
な
い
。

＜

補
正
予
算
の
内
容
と
財
源＞

　

コ
ロ
ナ
禍
や
災
害
へ
の
対
策
な
ど
は
ま
さ
に
補
正
が
必
要
な
事
項
だ
が
、
適

正
執
行
の
た
め
に
は
予
算
計
上
の
根
拠
に
な
る
対
策
の
内
容
を
可
能
な
限
り

明
確
に
し
て
提
案
・
審
議
す
べ
き
で
あ
り
、
多
額
の
予
備
費
を
つ
か
み
金
と
し

て
計
上
す
る
手
法
は
財
政
民
主
主
義
と
国
会
の
審
議
権
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
臨
時
的
経
費
を
賄
う
た
め
の
緊
急
避
難
と
し
て
赤
字
国
債
発
行
も

あ
り
う
る
が
、
そ
の
場
合
は
、
目
的
税
「
コ
ロ
ナ
対
策
償
還
特
別
税
」
を
設

け
る
な
ど
国
民
の
納
得
を
得
て
償
還
財
源
を
計
画
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。

　

因
み
に
、
東
日
本
大
震
災
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
「
東
日
本
大
震
災
復
興

税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
住
民
税
）
」
を
設
け
て
償
還
財
源
計
画
を
明
示
し

た
（
法
人
税
は
予
定
を
短
縮
し
て
と
っ
と
と
終
わ
っ
た
が
、
所
得
税
・
住
民

税
は
こ
れ
か
ら
ま
だ
続
く
）
。

＜

第
二
〇
八
国
会
に
関
す
る
退
連
要
求＞

「
予
算
編
成
と
国
債
発
行
」

① 　

当
初
予
算
案
の
完
成
度
を
高
め
、
常
態
化
し
て
い
る
「
審
議
の
緩
や
か

な
補
正
予
算
で
多
額
の
追
加
計
上
」
を
す
る
姑
息
な
手
法
を
排
す
る
こ
と
。

② 　

補
正
予
算
案
は
当
初
予
算
編
成
時
に
想
定
出
来
な
か
っ
た
臨
時
的

支
出
に
限
定
し
て
、
具
体
的
積
算
を
明
示
し
、
国
会
の
審
議
権
を
否

定
す
る
巨
額
の
予
備
費
計
上
を
し
な
い
こ
と
。

③ 　

感
染
症
・
災
害
対
策
な
ど
に
伴
う
大
規
模
な
国
債
発
行
に
つ
い
て

は
計
画
的
な
償
還
計
画
を
明
示
す
る
こ
と
。

補
正
予
算

補
正
予
算
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恒
常
化
・
使
途
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言
わ
な
い
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日
銀
の
株
購
入
・
国
債
引
き
受
け

―
金
融
秩
序
の
破
壊
―

　

二
〇
一
三
年
に
安
倍
内
閣
が
任
命
し
た
日
銀
の
黒
田
総
裁
は
、
史
上
最
長

の
在
任
期
間
を
自
慢
し
つ
つ
日
銀
の
独
立
性
を
放
棄
し
て
政
権
の
都
合
に
あ

わ
せ
る
日
銀
運
営
を
続
け
て
き
た
。
し
か
し
就
任
時
の
最
大
の
約
束
「
二
％

物
価
上
昇
」
は
就
任
後
九
年
を
経
過
し
て
も
未
だ
に
実
現
し
て
お
ら
ず
、
日

銀
の
機
能
で
は
実
現
で
き
な
い
目
標
だ
っ
た
こ
と
が
明
白
に
な
っ
て
い
る
。

　

黒
田
日
銀
が
上
場
投
資
信
託
（
Ｅ
Ｔ
Ｆ
）
に
よ
る
株
の
買
い
増
し
を
続
け
、

経
済
実
態
を
反
映
し
な
い
株
価
の
維
持
・
上
昇
＝
官
製
相
場
を
形
成
し
続
け

て
き
た
結
果
、
機
関
投
資
家
と
し
て
は
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
を
抜
い
て
国
内
最
大
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
国
債
の
大
量
購
入
を
続
け
た
結
果
、
国
債
保
有
者
と

し
て
も
国
内
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
日
銀
が
株
価
操
作
の
実
働
者
・
国
家
財

政
の
財
布
役
を
担
い
続
け
る
こ
と
は
、
財
政
の
無
責
任
化
と
金
融
秩
序
の
破

壊
に
直
結
す
る
。

二
〇
二
二
年
度
当
初
予
算
案
と
税
制

＜

二
〇
二
二
年
度
当
初
予
算
案＞

　

二
一
年
一
二
月
二
四
日
に
二
〇
二
二
年
度
当
初
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、

そ
の
後
二
〇
八
国
会
で
可
決
さ
れ
た
。
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
過
去
最
大

で
一
〇
七
兆
五
九
六
四
億
円
、
国
債
の
償
還
・
利
払
い
に
充
て
る
国
債
費
は

二
四
兆
三
三
九
三
億
円
。
二
二
年
度
末
の
国
債
累
計
残
高
見
込
み
は
一
〇
二

六
兆
五
千
億
円
で
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

① 　

社
会
保
障
は
「
高
齢
化
に
よ
る
増
加
分
に
お
さ
め
る
」
方
針
が
継
続
さ

れ
て
、
歳
出
総
額
の
三
割
を
占
め
る
三
六
兆
二
七
三
五
億
円
。
前
年
比
四

三
九
三
億
円
一
・
二
％
増
。
岸
田
政
権
の
売
り
込
み
「
医
療
・
福
祉
人
材

の
処
遇
改
善
」
は＜

二
一
補
正
で
二
月
～
九
月
プ
ラ
ス
一
％
措
置＞

＜

二

二
予
算
で
一
〇
月
以
降
プ
ラ
ス
三
％
措
置＞

。

② 　

防
衛
費
は
一
六
ヵ
月
予
算
で＜

二
一
補
正
に
新
規
の
主
要
整
備
を
含
め
て

七
七
三
八
億
円
計
上＞

＜

二
二
当
初
で
プ
ラ
ス
一
％
の
五
兆
四
〇
〇
五
億
円
＞

合
計
過
去
最
大
で
六
兆
一
七
四
四
億
円
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
一
・
一
％
と
、

従
来
の
一
％
目
安
を
突
破
。

　

 　

米
軍
基
地
に
係
る
「
思
い
や
り
予
算
」
と
い
う
ま
や
か
し
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
を
、
以
前
か
ら
の
英
語
名
が
意
味
す
る
「
同
盟
強
靭
化
予
算
」
に
改
め

二
一
一
〇
億
円
増
。
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
は
皆
無
。

＜

二
〇
二
二
年
度
税
制
改
定＞

　

与
党
税
調
は
各
省
庁
・
関
係
団
体
と
の
調
整
を
経
て
、
一
二
月
一
〇
日
に

与
党
税
制
改
正
大
綱
を
決
定
、
政
府
は
与
党
決
定
を
そ
の
ま
ま
一
二
月
二
四

日
に
閣
議
決
定
し
、
一
月
二
五
日
法
案
を
二
〇
八
国
会
に
提
出
。

　

岸
田
首
相
が
総
裁
選
か
ら
主
張
し
て
き
た
「
金
融
所
得
課
税
」
の
改
善
や

「
炭
素
税
」
新
設
な
ど
は
先
送
り
に
な
っ
た
。
目
玉
と
さ
れ
た
賃
上
げ
誘
導

法
人
税
減
税
は
、
こ
れ
ま
で
の
方
式
の
延
長
上
に
止
ま
り
、
実
効
性
が
疑
問

視
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
参
議
院
選
挙
を
夏
に
控
え
て
、
経
営
者
団
体
な

ど
の
与
党
支
持
母
体
の
反
発
を
招
く
可
能
性
の
あ
る
事
項
は
盛
り
込
ま
れ
な

か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
は
い
く
つ
か
の
経
済
対
策
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
手
直
し

な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際
的
に
大
き
く
動
き
か
け
て
い
る
税
制
見

直
し
や
退
職
者
連
合
が
主
張
す
る
国
際
連
帯
税
等
に
は
言
及
無
し
。

　

政
府
の
「
税
制
調
査
会
」
は
、
自
公
が
政
権
復
帰
し
て
以
降
事
実
上
の
棚

上
げ
が
続
い
て
形
骸
化
し
た
ま
ま
で
、
公
正
で
透
明
な
税
制
検
討
か
ら
は
程

遠
い
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
二
二
年
度
当
初
予
算
案
と
税
制
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二
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